
 

 

 

南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画（静岡市域版） 後期実行計画 【概 要】 

南アルプスユネスコエコパーク基本事項 

計画期間：平成 27 年から 30 年まで（前期） 

平成 31(2019)年から 34(2022)年まで（中期） 

平成 35(2023)年から 36(2024)年まで（後期） 

 

 

〈理念〉 

自然と人間社会との共生 

〈機能〉 

①生物多様性の保全 

②学術的研究支援 

③経済と社会の発展 

〈求められる事項〉 

◎計画策定、運営組織の構築 

◎10 年ごとの定期報告（自然・生活環境、

教育、社会状況等の変化について） 

登  録：平成 26 年６月 12 日 

登録範囲：静岡・山梨・長野３県 10 市町村 

    （静岡市内は間ノ岳から井川地域まで） 

ユネスコエコパーク 

管理運営計画（静岡市域版） 

自然環境の保全 

調査と教育 地域の持続的な発展 

理念の継承と管理運営体制の構築 

実行計画（静岡市域版） 

・評価指標（現状値、目標値） 

・事業内容 

・スケジュール 

管理運営計画 後期実行計画 

自
然
環
境
の
保
全 

 

 

 

南アルプスの自然環境の保全 

つながりを意識した一体的な保全 

高山帯から山麓に広がる自然環境の保全 

調
査
と
教
育  

 自然や文化を学び、心を育てる環境整備 

モニタリングの実施と情報の集約 

地
域
の
持
続
的
な
発
展 

 

 

地域の魅力の磨き上げと地域振興 

将来を担う人材育成と受け入れ体制・環境づくり 

 

 国内外への積極的な情報発信とオール静岡による意識醸成 

 

南アルプス主要地域の高山植物種数 

３７種 ⇒ ３７種 
（2022 年度）        

ライチョウが市 内 に生息 することを知 っている人 の割合 ） 

４７％ ⇒ ５０％ 
（2022 年度）  

井川地域内施設入込客数 

８２．６千人 ⇒ １２０．０千人  
（2021 年度） 

南 アル プ ス ユ ネ ス コ エ コ パ ー ク の 認 知 度 

４８％ ⇒ ５４％ 
（2022 年度）  

南アルプスユネスコエコパークの自然や文化について

周囲の人に学んだことを伝えた人の割合 

７６％ ⇒ ８０％ 
（2022 年度）  

南アルプスモニタリング調査の実施と公表 

（生活環境、自然環境、学術的調査・教育、社会状況）  

毎年度実施と公表 

 

 

 

 

 

計画期間：平成 27 年から 36(2024)年まで 
 

 

 

〈基本理念〉 

「高い山、深い谷が育む 

生物と文化の多様性」の継承 
〈基本方針の柱〉 

【柱】 【基本方針】 【評価指標・2024 年度目標値】 【主な事業内容】 

 産官学民協働による管理運営体制の構築 

市が地域住民・団体と協働実施した

事業及び地域主催の地域振興事業 

１２事業 ⇒ ２１事業 
（2018 年度） 

○ 高山植物保護事業（防鹿柵設置維持管理、高山植 

物保護セミナー等） 

○ ライチョウ保護事業（生息 

状況等調査、ライチョウサ 

ポーター制度の運営） 

○ 中央新幹線建設事業発生 

土置き場における植生回復事業 

○ 静岡市中央新幹線建設事業影響評価協議会 等 

 

○ 南アルプス環境調査事業（動植物のモニタリング 

継続、発生土置き場予定地の植生調査） 

○ 南アルプス教育推進支援事業（出前授業の実施、 

教育施設等との連携） 

○ 南アルプスユネスコ 

エコパーク井川自然の 

家主催事業 

○ 南アルプス情報発信 

○ 南アルプス周辺登山道整備事業 

○ 静岡市森林環境アドプト事業 

○ 井川湖渡船運航事業 

○ 地域おこし協力隊配置事業 

○ 南アルプスあぷとライン 

周辺地域誘客協議会 

○ 南アルプスユネスコエコパーク登録 

周年記念事業 

○ 南アルプス自然環境保全活用連携 

協議会 

 

資料５



 

 

南アルプスユネスコエコパーク 管理運営計画（静岡市域版） 

後期実行計画 令和６年度 実績 

 

【凡例】○：達成 △：要調整 ×：達成困難 －：中止 

基本
方針
の柱 

評価指標・令和６年度目標値 
実績 

令和５年度 令和６年度 

自
然
環
境
の
保
全

 

ライチョウが市内に生息することを知っている人の割合 

47％（令和４年度） → 50％ 

53％ 55％ 

○ 〇 

南アルプス主要地域の高山植物種数 

 37種（令和４年度） → 37種 

38 種 35 種 

○ △ 

調
査
と
教
育

 

南アルプスモニタリング調査の実施と公表 

（生活環境、自然環境、学術的調査・教育、社会状況） 

毎年度実施と公表 

実施・公表 実施・公表 

○ ○ 

南アルプスユネスコエコパーク出前授業受講児童
の、南アルプスユネスコエコパークの自然や文化
について周囲の人に学んだことを伝えた人の割合 

 76％（令和４年度） → 80％ 

75％ 75％ 

△ △ 

地
域
の
持
続
的
な
発
展

 

市が地域住民・団体と協働実施した事業及び 

地域主催の地域振興事業 

15事業（令和４年度） → 21事業 

18 事業 21 事業 

○ ○ 

井川地域内施設入込客数 

105.7千人（令和４年度） → 120.0千人 

101 千人 103千人 

△ △ 

理
念
の
継
承

と
管
理
運
営

体
制
の
構
築 

南アルプスユネスコエコパークの認知度 

48％（令和４年度） → 54％ 

52％ 54％ 

○ 〇 

 



第３章 前計画の評価・現状と課題

第２次南アルプスユネスコエコパーク管理運営計画（静岡市域版） 骨子
第１章 計画の基本事項

１．南アルプスユネスコエコパークとは
自然環境の保全と人間の営みの両立を実践しているとユネスコに認められた地域。

２．計画改定にあたって
(１)改定の経緯：前計画期間が終了し、その取組の評価や新たな課題の抽出、近年の社会の動向に対応した改定を行う。
(２)計画の目的：構成10市町村共通の理念実現のため、本市において行動すべき持続的な取組の基本方針を示す。
(３)近年の動向：国際的な取組(SDGs、ESD、30 by 30)、静岡市の取組(SDGs未来都市、SDGsハブ都市への選定)など
(４)計画の位置づけ：上位計画である静岡市総合計画や環境基本計画のほか、国・県を含めた関連計画・条例と整合。
(５)計画期間：令和７(2025)年度から10年間
(６)対象地域：本市の南アルプスユネスコエコパーク登録地域内

第２章 静岡市の南アルプスユネス
コエコパークの構成要素

南アルプスユネスコエコパークに登録される
所以となった静岡市内の構成要素について、
「生物多様性の保全」、「学術的研究支援」、
「経済と社会の発展」の３つの機能ごとに紹
介する。

◆現状
《市民アンケート》
右図の「意識したことがない」と回答した人
の割合は減少したものの、「守れられていな
い」と回答した人の割合は上昇している。
⇒保全事業について正しく認知してもらうため
の情報発信の強化（下記課題④）
⇒保全事業に対する地域・企業・個人と行政が協
力して取り組んでいく仕組みの構築（下記課題⑤）
《企業・団体アンケート》
環境保全活動や登山道・山小屋整備等々、南
アルプスの保全と利活用を推進していくため
に必要な財源を継続的に確保することが難しい。
⇒活動資金の継続的な確保（下記課題⑤）
《有識者ヒアリング》
ライチョウや高山植物の調査は継続が必要と考えている。今後の開発行為による外来植物の侵入等に適
切な手法で対応していく必要がある。
⇒各種環境調査の継続と開発に対応した新たな調査手法の検討（下記課題②）
《井川地域の住民アンケート》
人口減少や高齢化、それによる農地の荒廃、空き家の増加等に不安を持っている。また、移住者・観光
客の増加による地域活性を望んでいる。
⇒地域資源の磨き上げとその効果的な情報発信の検討（下記課題③、④）
⇒移住促進事業の継続による関係人口の確保（下記課題⑤）
⇒来訪者のための宿泊施設、食事処、案内所といったハード面の整備による受入体制の構築（下記課題
③）
《10年間の事業の振り返りによる分析》
井川特有の歴史文化が魅力として市民に認識されていない。さらに交通アクセスの悪さ、観光客の受入
体制・インバウンド対策が不十分であり集客力が乏しい。
⇒ミュージアム整備による情報発信拠点の構築（下記課題④）
⇒外国語看板や多言語対応可能なガイド育成等インバウンド客への対応策の構築（下記課題④）

◆前計画（H27〜R6）の評価

前計画で示した
基本理念

前計画における
４つの柱

●自然環境の保全
・高山植物種数は目標を達成した。千枚、中岳、熊の平で防鹿柵の設置を進めていること
が成果の要因の一つと考える。「種数」という指標でみると維持されているが、一つの種
が優占しており種による被度の偏りが大きいという現状もある。
●調査と教育
・動植物環境調査、ライチョウ生息調査など毎年実施したため、目標を達成する見込み。
１年ごとの経年的な変化量は小さいため、より有効的な調査手法・内容・頻度等を検討し
ていく必要がある。
●地域の持続的な発展
・井川地域内施設入込客数は2020(令和２)年度からのコロナにより外出を控える動きが強
まったことから急落し、そこからは回復傾向にあるものの現状では達成が難しい。
・地域との協働事業数も同年から中止が相次いだが、回復傾向である。
●理念の継承と管理運営体制の構築
・認知度は、南アルプスユネスコエコパーク展や出前授業等による啓発に力を入れてきた
ことから概ね達成の見込みだが、基準値からほぼ横ばいの傾向にある。
●総括 評価指標については概ね達成している。具体的な成果は、防鹿柵の設置・維持管
理の有効性が確認できたこと、リニア事業の開発前の現状について継続した調査を行えた
ことなどがある。一方で、児童・生徒の環境教育の質の向上、無形民俗文化財の保存団体
などの後継者不足や近年の観光ニーズの変化への対応が必要であり、地域住民・関係団体
の連携や、外部（エコパークエリア外）との共働の推進による力や知の集結が求められる。

※個別の課題の詳細は第５章に記載

基本方針
の柱

評価指標
基準値

2015(H27)年度
現状

2023(R5)年度
最終目標

2024(R6)年度
達成
状況

ライチョウが市内に生息することを知って
いる人の割合

18% 53% 50% ◎

南アルプス主要地域の高山植物種数 31種 38種 37種 ◎

調査と教育
南アルプスモニタリング調査の実施と公
表

実施・公表 実施・公表 実施・公表 ◎

市が地域住民・団体と協働実施した事業
及び地域主催の地域振興事業

21事業
(2018年度)

18事業 21事業 ●

井川地域内施設入込客数 137.1千人 101.1千人 120.0千人 ×

理念の継承 南アルプスユネスコエコパークの認知度 51% 52% 54% ●

【凡例】◎達成（最終目標） ●概ね達成 ×未達成

自然環境の

保全

地域の持続

的な発展

★今後取組が必要な課題
①自然環境の保全に関する課題（希少動植物の生息数や生息域等の自然環境の変化が著しい）
②調査に関する課題（気候変動や開発に対する現状把握には継続した調査によるデータ集積が必要不可欠）
③魅力向上に関する課題（地域資源の魅力が活かしきれず、訪問意欲につなげられるʻʼモノʻʼの創出につながっていない）
④情報発信・環境教育・人材育成に関する課題（地域資源の魅力が伝わりきれず関心の引き出しに苦慮している）
⑤連携・共働に関する課題（地域住民・関係団体との連携による知の集結が不十分）

20%

45%

24%

11%

52%

38%

6%

4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

意識したことがない

どちらともいえない

守られていない

守られている

Q.南アルプスの自然が十分守られていると思いますか。

2015年 2024年

回答者数 2015： 99名

2024：111名



第４章 目指す姿と基本方針／第５章 施策

★目指す姿達成のための５ステップ

自然環境と生物多様性を保全しながら、ここにしかない地域資源（自然、食、体験、人材）を
磨き上げ、それらの持続的な利活用と交流の拡大により、心豊かに暮らせる地域を目指します。

第６章 管理運営体制
★推進体制：南アルプス自然環境保全活用連携協議会や静岡地域連携協議会、関係部署・団体等との連携のほか、環境政策連携統括会議での情報共有、相談・助言を受け、効果的な施策の推進
を図る。
★計画の実施と進捗管理：第２次計画に基づき具体的な取組を進める実施計画として、評価指標（KPI）を示した実行計画を策定し、年次報告書によるPDCAサイクルに基づく進捗管理を行う。
また、毎年度の取組と評価指標の達成状況をまとめることにより第３次計画策定時の現状把握や課題抽出につなげる。

◆新規施策のポイント

《１ 気候変動や開発に対する注視と対応方法の構築》
開発事業者に対し自然環境への影響が懸念される場合
の回避・低減・代償措置の適切な対応を求める

《２ 気候変動や開発に対応した新たなモニタリング体
制の構築》
外来種調査やその他想定しうる変化に対応した調査の
手法を検討する

《３ 交通アクセスの向上》
井川地域へのアクセス道路の改良や、井川地域内の交
通再編による回遊性の向上に取り組む

《４ 来訪者の安全性・利便性・快適性の確保》
老朽化した市営山小屋の大規模改修や登山道の整備を
行う

《５ 環境教育・情報発信の拠点整備》
新たな情報発信の拠点施設であるミュージアムの整
備・運営をしていく

《６ 管理運営体制の連携強化》
南ア連携協、地域協に加え、県の団体を加えた「南ア
ルプスモデル」を活用した体制を構築する

《７ 南アルプスパートナーシップによる連携》
賛同者を増やし、その知と力を活かして共働の和を広
げていく

《８ 南アルプスユネスコエコパーク保全活用基金の活
用》
南アルプスを応援、援助してくれる人を増やし、保全
と利活用のより効果的な取組を実行していく

目指す姿
★目指す姿のイメージ
南アルプスの貴重な動植物や井川地域の歴史文化と
いった地域資源を今後も継続して守っていくとともに、
それを活かし、発信して、様々な人に南アルプスや井
川地域を訪れてもらい、地域内での交流を促すことで、
交流人口や関係人口の増加につなげ、地域経済の好循
環を生み出していきます。

※評価指標(KPI)については現在策定中の実行計画にて示す
※目標年度は第４次静岡市総合計画の終期に合わせてR12年度とする予定


